
津山工業高等専門学校研究設備・機器及び地域共同テクノセンター利用要項 

 

（趣旨）  
第１条 この要項は、文部科学省の「研究設備・機器の共用推進に向けたガイドライン」

（令和４年３月）に則り、津山工業高等専門学校（以下「本校」という。）が保有する研

究設備・機器の共用及び津山工業高等専門学校地域共同テクノセンター規程（以下「セ

ンター規程」という。）第９条に基づき本校地域共同テクノセンター（以下「センター」

という。）の利用について必要な事項を定めるものとする。  
（共用の対象とする研究設備・機器）  
第２条 共用の対象とする研究設備・機器は、一般的に購入が難しい高額な研究設備・

機器を対象とするなど、多くの者に共用出来るような研究設備・機器を対象とする。ま

た、主な使用者が退職する等により、使用されなくなった研究設備・機器の利活用に努

めることとする。  
（利用者）  
第３条 研究設備・機器の共用及びセンターを利用することができる者は、次の各号に

掲げる者とする。  
 （１）民間等の共同研究者  
 （２）技術相談等のための来訪者  
 （３）テクノセンターで開催される行事等への参加者  
 （４）本校の職員、学生及び研究生等  
 （５）その他テクノセンター長が適当であると認めた者  
（利用手続き）          
第４条 本校の研究設備・機器またはセンターの施設及び設備を利用しようとする者は、

別紙様式１の利用申請書をセンター長に提出し、許可を得なければならない。  
   センター長は、申請を許可したときは、速やかに申請者に通知するものとし、申請

者は本校が指定する期日までに使用料を納付しなければならない。  
  既納入の使用料等は、本校の責に帰すべき理由がある場合を除き、還付しない。  
  本校の研究設備・機器またはセンター利用後は、別紙様式２の利用報告書をセンタ

ー長に提出しなければならない。  
  ただし、本校教職員が、平日の勤務時間内に利用する場合は、利用申請書及び利用

報告書の提出を省略することができる。  
第５条 前条の許可を得て設備を利用した者は、センター備え付けの別紙 様式３の施

設・設備使用簿に記録しなければならない。   
 （機器の搬入及び搬出）  
第６条 利用者が、機器を搬入するときは、あらかじめセンター長の承認を受けなけれ

ばならない。  
２ 前項の承認を受けた者が当該機器の利用を終了したときは、速やかにこれを搬出し

なければならない。  
３ 機器の搬入及び搬出に要する経費は、当該利用者の負担とする。  
 （利用の取消等）  
第７条 センター長は、利用者がこの要項に違反したとき、又は本校の運営に支障を生

じさせるおそれがあるときは、その利用の許可を取り消し、又はその利用を停止させる

ことができる  
（経費の負担）  
第８条 利用者（本校の教職員、学生及び研究生等を除く。）は当該利用に係る経費を

負担するものとする。ただし、本校の教職員、学生及び研究生等が１行事につき、３D プ

リンターや大判プリンター等、消耗品を用いる機器については、別表に定める使用量を

超える場合は原則、事前に費用負担について協議すること。  
２ 前項の経費及び負担方法は別に定める。  



（損害賠償）  
第９条 利用者が、故意又は重大な過失により設備等を損傷したときは、その損害に相

当する費用を負担しなければならない。  
（実績報告）  
第１０条  研究設備・機器の運用実績は、センター長から年１回校長へ報告する。  
（その他）  
第１１条 この要項に定めるもののほか、センターの利用に関し必要な事項は、センタ

ー長が別に定める。  
 
   附 則  
 この要項は、平成１８年４月１日から施行する。  
  この要項は、平成２７年４月１日から施行する。  

この要項は、令和 ４年５月２５日から施行する。  
この要項は、令和 ６年４月１日から施行する。  
この要項は、令和 ８年７月１日から施行する。  
この要項は、令和 ８年７月１５日から施行し、令和８年６月１日から適用する。 

 
 

 

 （別表） 

機器 単位 

樹脂３D プリンター 造形物（モデル材）＋サポート材＝1,000cc 以上 

金属３D プリンター 造形物＝1,000ｇ以上 

大型プリンター （大きさに関わらず）１０枚以上 

 

 


